




































































































_1 多様化  ‐ _
響l厠 岬饉
日本語教育観の変化
図 1 富山大学留学生センター (TISC)日本語教育の教育方略の改善のプロセス
新しく始めた 「日本語相談」と 「日本語学習支援サイ トRAICHO」の他に,従来から行っている教材
開発,そして,「日本語相談」の活動のサポー トを主たる目的として募集した日本人学生による 「日本
語ボランティア」があり,相互に関連を持ちながら大きい1つの教育システムを形作っている。「日本
語ボランティア」は 「日本語相談」での教員のサポー トの他に,留学生の 「会話パー トナー」としても
活動を行っている。








































































































































































Vou can studソHiragana′Katakana,Kanii and 6rammars
授業担当者からの連絡など、TISCで開設している授業のサボートベージです。
Japanese lesson suppOrtiinformation fronn the lecturer,and 50 0n
TISC『日本語相談」のベージです。
TISC Japlanese Langu‐dg  Consultation Hour
日本語ボランティアのためのベージです。
Pages for TISC l・lihon9o Volunteers
TlSCで開発した教材のHTML版.PDF版のベージです。
Textbooks developed by TiSC(as HTttL/PDF Format)
日本語学習者、日本語数師のための便利な情報です。
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というサポー トである。手紙の書き方,書類の内容確認, レポートの添削, 日本語学習の方法のア ドバ
イスなど, 日本語に関する様々な質問を受けている。この 「日本語相談」の中で,大学院受験を控えた

















































くのことを検討 しなければならないが,RAICHOサイ トも開発にあたって様々な点を考慮 している。
ここでは,サイ トの開発にあたって重視した点について触れておきたい。
まず, このRAICHOサイ ト開設の大きな目的の 1つは,富山大学で学んでいる留学生の日本語学習
を支援することにある。そこで, コンテンツとしては,留学生センターで開講している日本語授業の予
習や復習,あるいは授業中の補助として使える内容を提供し,授業と有機的に連動させることを心がけ



















































クイズを提供 している。 この部分は, いわゆるCAI(Computer Assisted lnstruction)もしくは
CALL(Computer Assisted Language Learning)に相当するものであり, このようにコンピュータ













































(3)深澤他(2003)に,学部1年の留学生を対象とした 「日本事情 I」で行ったコンピュータ使用歴調査の結果 (2000
年～2002年)を掲載してある。
に)「 4コマ漫画日本語教材 (http://www.akocradleotitech.ac.jp/Rise/top.htm)」,「日本語読解学習支援システ










1)KOR(Knowledge of Response):学習者に学習者の解答が正 しいか間違っているかを知らせるもの
2)KCR(Knowledge of Correct Response):学習者に学習者の解答が正しいことを知らせるもの
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